
    

 １５名の児童たちが春休み子どもデイを利用し、

川遊びや地域散策など、地域のボランティアの協力

のもと様々な体験活動を行うことができました。 

 また、教育委員会より、倉岡氏・楠田氏が学習時間  

などの見守り活動に協力していただきました。 

 南小国中学生のボランティア活動が再開され、 

鬼ごっこや、折り紙など様々な遊びで小学生たちと

楽しく交流することができた様です。 

春休みは、子育てボランティア（13 名）高校生  

ボランティア（12名）中学生ボランティア（11名）

の方々にご協力をいただきました。活動された  

ボランティアの皆さんありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の皆様・役場・関係者等と協力し、住民同士のつながりの薄らぎ、社会的孤立、防災な
ど様々な課題に対し、福祉サービスの充実はもちろんのこと、『自助や互助を基本とした、共に
安心・安全に暮らせる地域』とするための支援と支え合いの仕組みづくりを行い    
『まるごと地域共生社会』の実現を目指します。 
 【きよらの郷 もやいで つなぐ 福祉の輪】をスローガンとした第２期【南小国町地
域福祉総合実践計画】に基づき、住民の皆様と一緒に創りあげるという姿勢で、互助共助の
心あふれる、共に生きる地域づくりを目指し事業を展開していきます。 

基 本 

方 針 

 

重 点 目 標 

 

項 目 金 額 

会費 500 

寄付金 1000 

補助金 35,837 

受託金 2,830 

事業・負担金収入 2,340 

介護保険事業 95,888 

障害福祉サービス事業 431 

共同募金配分金 460 

その他収入 377 

介護保険事業等繰入金 3,735 

法人運営事業等繰入金 453 

職員資格取得貸付金償還金 58 

事業安定積立資産取崩収入 2,600 

施設整備等補助金収入 218 

合 計 146,727 

 

≪収入の部≫（単位：千円） ≪支出の部≫（単位：千円） 

町民の方々の社協会費 

香典返し・社協事業 
への寄付金等 

町からの補助金 

外出支援事業、権利擁護事業、
生活福祉資金 
りんどう荘管理など 

子どもデイ等の利用料など 

介護報酬（デイサービス、
ホームヘルパーケアプラ
ン料）、利用者負担金 

介護給付、利用者負担 

令和２年度赤い羽根共同
募金運動による配分金 

受取利息、雑収入など 

介護保険事業の収益金を
法人運営へ繰入 

寄付金を福祉推進、心配
ごと相談、ボランティア
センター事業等へ繰入 

項 目 金 額 

人件費 119,133 

法人運営等事業費 3,758 

法人運営等事務費 3,704 

介護保険等事業費 8,064 

介護保険等事務費 3,631 

緊急一時支援事業 100 

共同募金事業費 1,110 

助成金 162 

退職手当金支出 1,673 

介護保険事業繰入金支出 3,736 

法人運営事業繰入金支出 453 

職員資格取得貸付金 200 

施設整備等支出 673 

予備費 330 

合 計 146,727 

 

事務局（法人運営・地域福
祉等）、地域包括支援セン
ター出向、介護保険事業
（デイサービス、ホーム
ヘルパー、居宅介護支援
事業所）の人件費 

法人運営・施設管理・地域
福祉推進、ボランティア
センター等にかかる消耗
品等運営費 

デイサービス、ホームヘ
ルパー、居宅介護事業所
の消耗品等運営費 

高齢者（介護予防など）・
子育て支援・福祉教育・ 
地域福祉活動支援など 

福祉団体、ボランティア
団体への支援 

県・全国社協退職手当金
支出 

介護保険事業の収益金を
法人運営事業へ繰入 

寄付金を福祉推進、心配
ごと相談、ボランティア
センター事業へ繰入 

生活困窮者への支援物資
配布等 

① 地域福祉（地域支えあい活動）の推進 
第２期南小国町地域福祉総合実践計画に基づき、地域福祉（地域支え合い活動）を推進していきます。   

 
② 介護保険制度改正にあわせた取り組みの推進 
 南小国町高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画と調和をとりつつ、介護保険制度改革による地域共生
社会の実現に向けた地域福祉を推進します。 

 
③ 誰もが安心して住める地域づくりの推進 
 地域に潜在し多様化するニーズ・課題を早期に発見し、的確な福祉サービス利用・支援へとつなげていけるよ
うに、各関係機関や団体・役場各課と連携強化を図りながら、町民に寄り添ったワンストップ型の相談支援体
制に努めます。また、障がいのある人や認知症などで要介護状態にある人も住み慣れた地域で安心して暮らせ
るように、支援する「やまびこネットワーク」や「小国郷医療福祉あんしんネットワーク」を推奨します。 

 
④ 社協事業の周知・啓発活動と職員の資質向上 
社協会費・寄付金・共同募金運動等の使途を会員・町民の皆さまに周知し理解を広め、地域福祉の充実を図る
ための財源確保に努めます。また、介護保険事業所として更なる努力と職員一人ひとりの資質向上に努めます。 

 
 



  

１． 南小国町社協の組織運営・強化 
① 理事会、評議員会の開催、評議員選任解任委員会の開催 
② 福祉サービス苦情解決体制の整備（第三者委員会） 
③ 南小国町地域福祉総合実践計画の推進 
④ 組織・職員の資質向上及び職員育成体制の整備 
⑤ 社協組織強化・財政基盤の強化 

 

２． 町施設の管理運営（指定管理） 
① 地域福祉センターりんどう荘 

 
３． 地域支え合い活動の推進 

① ふくし座談会の開催（認知症学習、防災福祉マップ作成等） 
② 阿蘇やまびこネットワーク活動の推進（見守り会議、小国郷医療

福祉あんしんネットワーク活動への参画・協力など） 
③ 高齢者の生きがいと健康の維持増進・介護予防の推進（ﾐﾆﾃﾞｲｻｰ

ﾋﾞｽなど） 
④ 地域の福祉・防災・ふれあいサロン活動の支援（助成事業など） 
⑤ 安心生活サポート事業の見直し（生活・買い物支援など） 
⑥ 福祉・健康学習支援（いきいき 100 歳体操の普及推進など） 
⑦ 地域の福祉活動事例の広報 

 
４． 人材育成と福祉文化の醸成 

① 町民啓発活動（社協だより、福祉講演会、第 17 回晴ればれりん
どうボランティアの日、ホームページ更新など） 

② ボランティアセンター機能の充実とボランティア活動の推進 
（ボランティア登録、ボランティア保険事務、ボランティア講習会、 
なずなの会の活動支援など） 

③ 福祉・ボランティア教育の推進（福祉学習への支援、小中高生へ
の福祉・ボランティア教育推進など） 

④ 南小国町災害ボランティアセンター設置準備 
 

５． 役場・社協・関係機関の一層の連携 
① ふれあい福祉相談事業（心配ごと相談、無料法律相談など） 
② 生活困窮者等自立相談支援事業 
③ 総合相談体制の充実及び関係機関とのネットワーク強化 

（ＳＮＳ等の相談窓口の設置・緊急生活支援事業など） 
④ 子育て支援事業（子育てサポートの事業見直し、子どもデ

イサービス、子育て広場き★ら★らと地域子育て支援事業
ぬくもりとの協働） 

⑤ 南小国町民生委員児童委員活動の推進 
⑥ 命のバトン事業（命のバトンの更新など） 
⑦ 地域障がい者(児)支援 
⑧ 地域包括ケアシステムの整備及び関係機関とのネットワー

ク強化 
⑨ 認知症の人を支える地域づくりへの協力 

 
６． 在宅福祉サービス事業 

① 福祉用具・車輛等貸与事業 
② 外出支援サービス事業（町受託事業） 
③ 地域福祉権利擁護事業（金銭管理など） 
④ 生活福祉資金貸付事業 
⑤ 一人暮らし高齢者への元気支援事業（ふれあい見守り訪問

事業、実態把握） 
⑥ 第 6 回小国郷介護員養成講座の開催の検討 

 
７．  各種団体等の事務受託と活動支援 

① 共同募金会南小国町分会の事務局運営 
（10 月 1 日～３月 31 日共同募金運動推進） 

② 日本赤十字社南小国町分区の事務局運営 
（日赤会費のお願いと会員募集） 

③ 老人クラブ連合会の事務・事業への支援 
④ 地域福祉団体等との連携（障がい者（児）支援、福祉団体

活動推進事業など） 
 

８． 居宅サービス事業（介護保険・介護予防・障がい者
総合支援）と地域包括支援センターへの出向 
① 居宅介護支援（居宅ｻｰﾋﾞｽ計画の作成等） 
② 訪問介護サービス（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 
③ 通所介護サービス（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 
④ 障がい者総合支援法事業（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 
⑤ 南小国町地域包括支援センターへの職員出向 



 

南小国町社会福祉協議会では、小国高校卒

業生を対象に、福祉・ボランティア活動を  

おこなった生徒達への感謝と、卒業後も福祉

やボランティア活動に関心を持っていただき

たいとの願いを込めて表彰をおこなって  

います。 

今回の表彰者 15 名は、高校生活３年間で

社会福祉協議会が企画した福祉施設などでの

夏祭り支援や、子どもデイサービスボラン 

ティアなどで活動していただきました。 



 

💛

 3 月 14 日～16 日に、みなみチャンネルを活用した子育て

講演会を開催しました。 

 講師には、江崎百美子様【くまもと心理カウンセリングセン

ター臨床心理士】より、【演題：子どもの気持ちと大人の気持

ち】について講演をおこなっていただきました。 

 視聴された方からは、『大人の気持ち、子どもの気持ちの違い等

をあらためて考えさせられました。』 『子どもも大人もストレスと不安

で精神的に不安定な日々が続いていると思います。そのための解消

法等をくわしく勉強させていただいてとても良かったと思います。』等 

あらためて子どもの気持ちや、コロナ禍での過ごし方について

理解を深めることができました。 

 ３月１８日～２４日にみなみチャンネルを活用した

令和２年度ふれあいサロン研修会を開催しました。 

 ふれあいサロン活動をおこなっている町民の方々 

からの要望などを取り入れ、ボールを使った体操・認知

症予防体操・レクリエーションの紹介を行いました。 

 視聴者からは、『サロンの際に、レクリエーション等をしたら

もっと楽しめると思う！』 『ボールを使った体操なども取り入

れてみたい！』などの感想がありました。今回放送した 

内容をまとめたＤＶＤを制作しましたので、視聴・使用

されたい方は、南小国町社会福祉協議会までご連絡  

ください。また、紹介したレクリエーションの道具も無料で

貸し出しができますので、ぜひご活用ください！！ 

棒

サ

ッ

カ

ー 

風

船

バ

レ
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 現在、コロナウイルスの影響により、ボランティア活動を

する機会の減少や、人と人とのつながり、地域でのつながり

が弱くなっているように感じます。南小国町ボランティア

連絡協議会では、『人と人』  『地域のつながりの大切さ』    

『共に生きる力』を育むために学習会を開催しました。 

（３月２５日～３１日にみなみチャンネルで放送） 

 講師には、阿南誠志様（南小国町ボランティア連絡協議 

会員・阿蘇久住高原ユースホステル代表）より【共育・共生

の人づくり・地域づくり】をテーマに講演いただきました。 

 昨今、年代を問わずに『共に生きる力』を育むことが重要視

されています。阿南氏のボランティア活動のお話を通して、

町民の皆様にボランティアの楽しさが伝わり、共に生きる

ことについて考えていただける良い機会となりました。 

 今回、阿南様のご厚意により、阿南様

著書『自然と共に』を無料でお渡しできま

すので、興味のある方は、南小国町社会

福祉協議会までご連絡ください！！ 

（※先着順 数に限りがあります。） 

制作したＤＶＤ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定年退職者ご挨拶 

前 事務局長  

藤堂  伸二 

20201 年 3 月末をもって、定年退職を迎えられた職員をご紹介します。 

事務局長ご挨拶 

事 務 局 長  

坂本  泰子 

 南小国町民の皆様に、南小国町社会福祉協議会の

職員をより身近に感じてもらえる様、部署ごと  

に職員紹介をさせていただきます。 

 現在、32 名の職員が南小国町の福祉向上の  

ために、様々な事業に取り組んでいます。 

 福祉の相談や、生活でのお困りのこと等がある 

場合にはお気軽にご連絡ください。専門の職員が対

応をさせていただきます。 

 

３１年７ヶ月という永きにわたり南小国町社会福祉協議会にお世話になりまし

たが、本年３月末日をもって定年退職させて頂きました。 

 大過なくこの日を迎えることができましたのは、ひとえに役員各位や職員の皆様

の支えがあったからこそだと心から感謝いたしております。 

 思えば、私が入社した平成元年の社会福祉法人化直後は、事務局長は町住民課長

兼務、職員も３人と少なく、在宅サービスも訪問介護のみで、何事も試行錯誤とい

うか手探りの状態でしたが、年を経るごとに充実し、特にりんどう荘受託後は職員、

サービスともに一気に増加しましたが、そのような中、勤続期間の大半を事務局長

という要職を任せて頂けた事は大変光栄でした。 

 今後は、一南小国町民として、南小国町社協の益々のご活躍を見守らせて頂きな

がら、自分なりに地域に恩返し、貢献できるライフワークを探したいと思います。 

 本当に永い間お世話になりました。ありがとうございました。 

【ご連絡先】 

・南小国町社会福祉協議会  

（地域福祉センターりんどう荘内）☎42-1501 

・南小国町地域包括支援センター 

（自然休養村管理センター内）☎25-6877 

 ４月１日付けで事務局長に就任いたしました。 

このお話を頂いた当初は、社会福祉協議会を引っ張っていくという責任の重大

さに少しとまどいましたが、私は永く役場に勤め、その間、町や地域の皆様から

多くのことを教えられ、また助けられましたので、退職後は何か皆様にご恩返し

をしなければと思い、ありがたくお受けすることといたしました。 

微力ではございますが、行政や福祉関係の方々と協力連携し、より良い福祉 

サービスの提供、住み良いまちづくりのお役に立てるように、職員一同と手を 

つないで努めてまいります。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 



  



  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南小国町社会福祉協議会 ☎ ４２－１５０１     ＦＡＸ ４２－１５０５ 

相 談 専 用 電 話 ☎ ０９０－４５１７－５８２０ 

 

【お届け先】 

赤馬場集会所、樋の口公民館、里組集会所、大谷山公民館（合計２４個） 
 

南小国中学生が南小国町のために何かお役に立てることは    

ないかと、平成２４年から牛乳パックで椅子を作成し、これまでに  

２４カ所（計１１６個）の公民館等にお届けしています。 

１つの椅子を作るためには、１L の牛乳パック２４本が必要です。

各家庭等から牛乳パックを集めたり、座面に補強用の段ボールを  

敷いたり、可愛いデザインの生地でカバーを作ったりと生徒たちが 

工夫した手作りの温かく優しい牛乳パック椅子です。 

代表した生徒から『町内のたくさんの方に、牛乳パック椅子を   

使っていただき喜んでいただけると嬉しいです。』と地域の方に    

想いを伝えお届けしました。 

店舗の改装時などに発生する酒類やタバコ、切手類などの免

許品、鮮度管理商品以外の在庫商品の一部を、『生活に困難を 

抱えた個人・世帯への支援』『地域福祉の推進に寄与する   

事業・活動』に活用してくださいと、令和３年２月１９日に  

熊本県社会福祉協議会を通じて寄贈いただきました。 

お預かりした商品は、生活困窮者への支援、地域福祉事業、

福祉施設（りんどう荘福祉サービスセンター、特別養護老人  

ホーム悠清苑、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ森園）等で活用させていただきました。 


